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令和元年 11 月 7 日 部長会議 会議録（要旨） 

 

●日 時 令和元年 11 月 7 日（木）午前 9 時 00 分～午前 9 時 55 分 

●会 場 市役所 応接会議室 

●出席者 市長、副市長、教育長、総務部長、企画政策部長、市民環境部長、健康福祉部長、次世代

支援部長、経済部長、建設部長、議会事務局長、教育部長、総務課長、総合政策課長、財

政課長、秘書広報課長、産業振興課長、秘書係長 

 

１． 開 会 

 

２．市長訓示 

〇本日から部長会議をペーパーレス会議とする。慣れるまでに時間がかかると思うがよろしくお

願いしたい。 

〇災害については対応が進んできていると思うが、引き続きお願いしたい。 

 

３．会議事項 

（１）公民連携事業について【経済部】 

 ◆説 明 

  〇企業立地推進本部会議で新たな公民連携事業について、検討してきた。本日、最高経営会議で

ある部長会議に付議し、意思決定をいただければ、事業者との協定、法規制の手続き、地権者

の合意形成に向け、具体的に進めたい。 

  〇現在、総合政策課で大規模開発に係る土地利用調整を行っている。雨宮、屋代と今回の計画の

３つの開発を含めた土地利用の在り方や市全体の排水計画について、総合的な検討も今後お願

いしたい。 

 ◆主な意見・質疑等 

  〇台風 19 号で千曲市は大きな被害を受けた。開発候補地は浸水の心配はないか。また、この開

発により多くの農地が失われる。このことによって、水害が起きたと言われないようにする必

要がある。 

  【回答】今回の台風により候補地の一部は冠水したと聞いているが、被害程度はわずかであった。

今後、開発するうえでは一定の造成を行えば問題はないと考えている。ただし、市全体の排水

をどうするかは、あるべき姿を模索しなければいけないと思う。 

  〇この開発に係る排水は、県開発許可に係る調整池を造ってもらえれば問題ない。開発エリア外

の排水についても、既存の水路が残るため問題ないと思うが、開発面積に対して水路の断面が

足りているか、今後の手続きの中で確認したい。 

  〇国土利用計画上、今回の開発候補地は、元々色塗りがされている場所であるが、現在進めてい

る雨宮と屋代の開発との関連で議論されることになる。 

 ◆協議結果 

  〇市としても有益な事業であり、本事業を進めることを承認。 
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  〇ただし、地元協議に入った時に、災害に対する質問や意見が出ることが予想されるため、排水

計画をしっかり検討しておくこと。 

  〇その他各種課題については、関係課が前向きに進めること。 

   

４．各部長からの報告事項等（主なもの） 

【総務部長報告】 

  〇これまで市がバスを所有していたが、今後は必要な時にリースする。このため、外郭団体への

バスの貸し出しを、来年度以降は原則廃止とする。各団体へ今のうちから周知して欲しい。ま

た各課の使用も必要最小限で計画して欲しい。 

  〇職員の超過勤務が増えている。課の中で特定の 1 人に仕事の負担が行くことがないよう配慮

して欲しい。 

     

【経済部長報告】 

  〇豚コレラワクチンの接種について、市内の養豚場では 10 月 26 日(土)に実施済。抗体ができる

までに 4 週間以上かかる。11 月 25 日(月)以降、抗体が十分でない豚には再度ワクチンの接種

を行う。 

  〇10 月 9 日(水)に、野生イノシシへの経口ワクチン散布を市内 2 ヵ所(八幡、桑原)で行った。 

  〇シティプロモーションの一環で、千曲あんずコッペパンの試食会を、8 月 7 日(水)から様々な

イベントの中で行ってきた。これまで 1,127 食を提供してきた。アンケートの結果は、総じて

好意的で、映画「4 月の君、スピカ。」「透子のセカイ」では劇中でも登場している。 

  〇千曲市のプレミアム付き商品券の申請率は、10 月 31 日現在で 34.5%となっている。福祉課で

は、申請書を再度該当者へ郵送している。全国的にも申請率は低くなっている。事務費につい

ては、当初見込みよりも低い金額で対応できている。 

 ◆主な意見・質疑等 

  ○コッペパンの今後の販売予定はあるのか。 

  【回答】当面は試食会を継続していく。国の補助事業の関係で来年度以降でないと販売ができな

い。現在はＰＲ期間中で、将来的には販売していく予定。 

  ○アンケートの結果で良い評価があった割合は。 

  【回答】市外の方からの回答が良好で、回収率 67％のうち「まずい」という方は 1 人もいなか

った。 

５．その他 

（１）台風 19 号災害関連予算について 

 ◆説 明 

〇11 月 1 日付で災害関連予算 7 億 6,200 万円を専決処分した。一般財源は約 2 億 6,000 万円が

必要になったが、財政調整基金の取り崩しで対応した。 

○12 月補正予算の通常分とは別に災害復旧分を 12 月議会に追加議案として提出する。 

 ◆主な意見・質疑等 

〇一般会計予算の総額はいくらになったのか。 

【回答】総額は 256 億 9,700 万円。 
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○これから 12 月補正予算の災害復旧分を見積もってもらうわけだが、工事が来年度にずれこむ

ものや予算規模が大きな事業は、新年度予算での対応とすることも検討してして欲しい。予算

の繰り越しは一度しかできないため、計画的に予算措置して欲しい。 

     

６．閉 会 

 


